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液晶デジタルカメラ 

EX-S500 

取扱説明書 
(保証書付き） 

ごあいさつ 

このたびはカシオ製品をお買い上げいた 

だき、誠にありびとうございます。 

. 本機をご使用になる前に、必ず別冊 
の「安全上のごを意」をよ < お読み 
の上、正しくお使いください。 

. 本書はお読みになった後を、大切に 
保管してください。 

. 本製品に関する情報は、カシオデジタ 
ルカメラオフィシャル Web ヴイト 
(http://cic.casio.jp/) または 
カシオホームページ 
(http://www.casio.co.jp/) でご覧 
になることびでさます。 


K835FCM1PKC 


早分かりガイド （1 巨ページ） 

ずぐに使いたい方はこち5をご覧ください。 
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付属品の確認 


箱を開けたら、まず m 下の付属品び全部そろっているかどうかをご確認ください。わし、これらの付属品び全部そろっていなかった場合 
は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 
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■ピント合わせの方法を変える . 

自動でピントを合わせる（オートフォーカス） . 

近くを撮影する（マクロ） . 

ピントを固定して撮影する（パンフォーカス） . 

遠くを撮影する(無限遠） . 

手動でピントを合わせる（マニュアル フォー カス）.… 
フオー カス□ツク . 


■露出を補正する （ EV シフト） . 63 

■ホワイトバランスを変える . 65 

マニュアルホワイトバランスを設定する . 日日 

■連続撮影する(連写モード） . 巨7 

■さまざまなシーンを選んで静止画または 
動画を撮該する（ベストショットモード） . 67 

1つの画面に、]つのシーンの 

サンプル画像を表示する . 69 

撮影したいシーンを登録する（カスタム登録） . 70 

登録したシーンを削除する . 71 

■手ブレゃ被写体ブレを軽減する . 72 

■感度を上げて撮該する(高感度撮影） . 73 


撮影ずる（応用編） 己7 


撮影ずる（基本編） 

■昼本的な撮影のしかた . 

カメラの正しい構えかた . 

撮景ミす3 . 

■ズームを使って撮影する . 

光学ズーム . 

デジタル ズーム . 

■フラッシュを使って撮該する . 

フラッシュの状態について . 

フラッシュの光量を変える . 

フラッシュ撮影時の光量の不足を補ラ 
(フラッシュアシスト機能） . 

■セルフタイマーを使って撮影する... 

■画像サイズを変更する . 

■画質を変更する . 
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■各種機能を設定する . 

左ちキーに機能を割り当てる（キーカスタマイズ）…. 
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あ5かじめご承知いただきたいこと 


• 本書の内容については、将来予告なしに変更することびあります。 

• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一 
ご不審な点や誤りなど、お気付をのことびありましたらご連絡 
ください。 

.本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されていま 
す。また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社 
に無断では使用でさません。 

•万一、本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または第兰 
ちからのいかなる請求についてを、当社では一切その責任を負 
えませんので、あらかじめご了承ください。 

•万一 、 Photo Loader 、 Photohands 使用により生じた損害、 
逸失利益または第兰ちか b のいかなる請求についてち)、当社では 
一切その責任を負えませんので、あ b かじめご了承ください。 

•故障、修理、その他の理由に起因するメモ U —内容の消失によ 
る、損害および逸失利益等につをまして、当社では一切その責 
任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

• 取扱説明書に記載している画面やイラストは、実際の製品と異 
なる場合びありますので、あらかじめご了承ください。 

■液晶パネルについて 

液晶モニターに使用されているミ夜晶ノ くネルは、非常に高精度な技 

術で作られており、 日日. 9 日％ な 上の 有効画素びありますび、 

□ .□1%未満の画素欠けや常時点なするをのびありますので、あ 

らかじめご了承ください。 
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■著作権について 

個人で楽しむ場合などのほかは、画像/動画フォーマットファイ 
ル、音声/音楽フォーマットファイルを権利割こ無断で複製する 
ことは著作権法や国際条約で固く禁じられています。また、これ 
らのファイルを有償-無償に関わらず権利ちに無断でネット上で 
記載したり、第兰ちに配付したりすることを著作権法や国際条約 
で固く禁止されています。万一、本機び著作権法上の違法行為に 
使用された場合、当社では一切その責任を負えませんので、あら 
かじめご了承ください。 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 
( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、こ 
の装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用され 
ると、受信障害を引を起こすことびあります。取扱説明書 
_に従って正しい取り扱いをしてください。_ 

本文中のな下の用語は、それぞれを社の登録商標または商標です。 

• SD □□は登録商標です。 

■ Windows、Internet Explorer、Windows Media および 
DirectX は米国マイク□ソフト社の商標です。 

• Apple および Macintosh は米国アップルコンピューター社の 
商標です。 

• MultiMediaCard ™ は、独 nfineon Technologies AG 社の 
商標であり、 MMCA(MultiMediaCard Association ) にライ 
センスされています。 


已 





• Adobe 、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アド 
ビシステムズ社)の米国ならびに他の国における商標または登録 
商標です。 

.Ulead VideoStudio は、ユ ー U — ドシステムズ株式会社の登 
録商標です。 

• その他の社名および商品名は、それぞれさ社の登録商標または 
商標です。 

• Photo Loader 、 Photohands はカシオ計算機(株)の著作物 
であり、上記を除を、これにかかわる著作物およびその他の権 
利はすべてカシオ計算機(株）に帰属します。 
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本機の特徴 


• 有効画素数50□万画素 
CCD 総画素数己2己万画素の高画質 CCD を搭載。 
さめ細やかな高画質画像び撮影でをます。 

. 2.2 型 TFT カラー液晶モニターを搭載 

• 目. 3 MB メモリーを内蔵 
メモ U —力ードを使用しなくてを撮影びでをます。 


. US 目クレードルを同捆 

充電に日ページ)、スライド シヨー (106 ページ)、テレビへ 
の画像出力 （1] 3ページ)、パソコンへの画像転送 （14 己ペー 
ジ)び可能です。 

• ダイレクト ON ボタンを搭載 (3 己ページ） 

撮りたいときは 【 OKREC )、 見たいときは【因】 ( PLAY ) を巧 
すだけですぐに希望のモードで起動でをます。 

• 暗い場所でのオートフォーカス精度を向上させる AF 補助光を搭 
載 (44 ぺージ） 

.] 2倍ズームを搭載 (47 ページ） 

光学ズーム3倍/デジタルズーム4倍 


• 卜 U プルセルフタイマーモードを搭載(己3ページ） 

セルフタイマー撮影を自動的に3回繰り返すモードを搭載して 
います。 
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• クイックシャッター機能を搭載(己日ページ） 

シャッター半巧しによるオートフォーカスび完了する前に、 
シャッターを全巧しすると、オートフォーカスを作動せずに撮 
影することびでさます。オートフォーカスにかかる時間び削減 
でさます。 

• オートフォーカスエリアの切り替え機能を搭載(己日ページ） 
オートフォーカスのエ U アを" ra マルチ"に切り替えることに 
より、日つのポイントを同時に測距して、最適なピント位置を 
カメラび自動的に判断することびでをます。 

.ベストシヨット機能を搭載(日7ページ） 

煩わしい設定をカメラび自動的に行ラので、簡単に綺麗な画像 
を撮ることびでさます。また、逆光、ブレ軽減などの新シーン 
び追加されています。 

. ビジネスシヨット機能を搭載 (73 ぺージ） 

名刺や書類、ホワイトボードなどを斜めから撮影してを、正面 
から撮影したよラに自動的に補正します。 

• 高画質音声付さムービー撮影機能を搭載 (7 已ページ） 

VGA サイズ、 30 fps 、 MPEG -4 準拠 
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さまざまな動画撮影機能を搭載 (7 日ページ） 

標準的な動画を撮影する「ムービー」に加え、【• 】( MOVI 口を 
1回押すと、その前後の数秒間の動画び記録される「ショート 
ムービー」、【参 】（ MOVIE ) を押す約己秒前から動画び記録さ 
れ、決定的瞬間の撮り逃しを防ぐことびでさる「パストムー 
ビー」、あらかじめ収録されているシーンの中から撮影したい 
シーンを還び、煩わしい設定をカメラにまかせることびでさる 
「ベストショットモード」を搭載しています。 

ダイレクトムービーボタンを搭載(77、日]ページ） 

【♦ 】( MOVI 口を押すだけで、すぐに動画を撮影することびで 
さます。また、動画撮影中に【シャッター】を押せば、動画撮影 
中でを静止画撮影びでさます。 

モーションプ U ント機能を搭載 (7 目、] 03ページ） 

本機で撮影した動画から印刷に適した静止画を作ることびでを 
ます。静止画のレイアウトは日コマと]コマの2種類です。 

画像撮影後、続けて音声む録音可能な音声付さ静止画撮影モー 
ドを搭載 (8 2ページ） 

音声を録音することびでをるボイスレコード機能を搭載 
(83 ぺージ） 

U アルタイム RG 巨ヒストグラム機能を搭載旧已ぺージ） 

ヒストグラム表示を確認しなびら露出の調節びでをます。難し 
い露出条件でを、意図した露出の画像び手軽に撮影でをます。 
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.カレンダー表示び可能 （1 0已ページ） 

1ヶ月分のカレンダー表示の日付上に、その曰に記録した最初 
のファイルを表示させることびでを、再生したいファイルを素 
早く探すことびでをます。 

• 撮影済みの画像に音声を追加するアフターレコーディング機能 
を搭載 （1 ]0ページ） 

. カメラの操作音設定び可能 （1 23ページ） 

電源オン時の起動音、撮影時のシャッター音、シャッターボタ 
ン半押し時、キー操作時の操作音を、お好みに合わせて設定す 
ることびでをます。 

. ワールドタイム機能を搭載 （1 27ページ） 

簡単に現地の時間にセットできます。世界1日2都市 (32 タイム 
ゾーン）に対応しています。 

• 拡張用メモ U - 力ードとして SD メモ U - 力ードと MMC (マル 
チメディアカード）に対応 （132 ページ） 

. DPOF ( Di 旨 ital Print Order Format ) に対応 （1 3日ぺージ） 

同規格に準じたデジタル DPE ヴービスを簡単に利用することび 
可能です。 

. PictBrid 旨 e、USB DIRECT - PRINT に対応り40ぺージ ') 
この規格に対応したプ U ンタに直接接続して、画像を印刷する 
ことびでをます。 


.PRINT Image Matchin 旨 M に対応 （ 144ぺージ） 

PRINT Image Matchin 旨皿対応プリンタでの出力および対応 
ソフトウエアでの画像処理において、撮影時の状況や撮影をの 
意図を忠実に反映させることび可能です。 

• DCF(Design rule for Camera File system ) (こ対応 
(1 已已ページ） 

同規格に準じた他の機器との互換性びあります。 

• Photo Loader 、 Photohands を付属 
(1 日1、 ] 日3、 ] 70ぺージ） 

好評な自動取り込み機能を備えた Photo Loader を付属。レ 
タッチ機能を備えた Photohands も付属。更にを彩に画像をま 
用でをます。 

.Ulead VideoStudio おまかせモード SE VCD を付属 
(1 日7ページ） 

撮影した動画ファイルをパソコンで編集したり、 VideoCD を 
作成でをるソフトウエアを付属。ソフトのアップグレードによ 
り、 DVD レコーダーで表示できるようにファイルを変換するこ 
とびでをます。 


13 



はじめに 


使用上のごま意 


■撮影前のご注意(ためし撮りをしてください） 

必ず事前にためし撮りをして、カメラ I こ画像び正常に記録されて 
いることを確認してください。 

■ データエラーの ごミま意 

. 本機は精密な電子部品で構成されており、な下のお取り扱いを 
すると内部のデータび破壊される恐れびあります。 

一カメラの動作中に電ミ也やメモ U —カードを抜いたり、 USB ク 
レードルにセットした 

一電源を切ったとをに【動作確認用ランプ】び緑色に点滅してい 
る状態で電ミ也やメモ U —力ードを抜いたり、 USB クレード 
ルにセットした 

一通信中に USB ケーブルびはずれたり、 USB クレードルから 
カメラや AC アダプターびはずれた 
一消耗した電ミ也を使用し続けた 
一その他の異常操作 

このよラな場合、画面にメッセージび表示される場合びあります 
(1 83ページ)。画面に対応した処置をお願いいたします。 
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■ 使用環境について 

•使用でをる温度の範囲は、0で〜4□でです。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

一直射日光のあたる場所、湿気やホコ U の多い場所 
一を暖房装置の近くなど極端に温度、湿度び変化する場所 
一曰中の車内、振動の多い場所 

■結露について 

. 真をにきい屋外から暖房してある室内に移動するなど、急激に 
温度差の大をい場所へ移動すると、本機の内部や外部に水滴び 
付く（結露）ことびあります。結露は故障の原因になりますの 
で、ごま意ください。結露を防ぐには、温度差の大さな場所の 
間を移動する前に、本機をビニール袋で密封しておを、移動後 
に本機を周囲の温度に充分慣らしてから取り出して、電池力 
ノ（一を開けたまま数時間放置してください。 




はじめに 


■ 電源について 

. 電池は、必ず専用 U チウムイオン充電池 NP -20 をお使いくだ 
さい。他の電池は使用でさません。 

•本機には時計専用の電池は入っておりません。電ミ也や USB ク 
レードルで電源び供給されていないと、約24時間で曰時び U 
セットされますので、その場合は再度設定してください （12 日 
ページ)。 

■ レンズについて 

. レンズ面は強くこすったりしないでください。レンズ面に傷び 
付いたり、故障の原因となります。 

. レンズの特性厘刚又差)により、撮影した画像の直線び歪む曲 
びる)場合びありますび、故障ではありません。 


■ カメラのお手入れについて 

. レンズ面び指紋やゴ S などで巧れていると、カメラ本体の性能 
び十分に発揮でさませんので、レンズ面には触れないでくださ 
し、レンズ面の巧れは、ブ□アー等でゴミやホコ U を軽く吹を 
化ってから、乾いた柔らかい巧で軽く巧いてください。 

. フラッシュ面び指紋やゴミなどで巧れていると、カメラ本体の 
性能び十分に発揮でをませんので、フラッシュ面には触れない 
でください。フラッシュ面の巧れは、乾いた柔 b かい巧で軽く 
巧いてください。 

• 本機びちれた場合は、乾いた柔らかい巧で巧いてください。 

■ その他のま意 

•使用中、本機は若干熱を持ちますび、故障ではありません。 
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早分かりガイド 


はじめに電池を巧電する 

1 . 電池を入れます (28 ページ)。 

〇 



〇 


ゆ 



【ストッパー】 


2 . カメラを USB クレードルにセツトして、電池を巧電しますに9ぺージ)。 

• 約2時間でフル充電されます。 



0 


[ CHARGE ランプ] 

充雪中'' ホく点な 
充電完了:緑色に点な 
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早分かりガイド 


画面メッセージの言語/曰時を設定する 


重要！ • お買い上げ後、初めて撮影する前に設定してください(詳しくは3日ページ参照)。 



1 . 【電源ボタン】を巧して、電源を入れます。 

2 . 【▲】を巧して、言語（日本語)を選び、に ET 】 を巧します。 

3 . 【▲】【▼】【◄】【►】で自宅都市のエリアを選び、に ET 】 を巧します。 

4 . 【▲り▼】で自宅都市を選び、に ET 】 を巧します。 

. 日本で使う場合は " Tokyo " を還んでください。 

5 . 【▲】【▼】でサマータイムの設定を選び、に ET 】 を巧します。 

. 曰本で使ラ場合は"切"を還んでください。 

6 . 【▲】【▼】で日時の表示スタイルの設定を選び、に ET 】 を巧します。 
ス曰付と時刻を合わせます。 

8 . に ET 】 を巧します。 

• 設定を終了します。 
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早分かりガイド 
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早分かりガイド 


撮影したファイルを消去する 

(詳しくは] ] 己ページ参照) 



1 . 【因】 （ PLAY ) を巧します。 

2 . 【▼】(命ろ)を巧します。 

3 . 【◄】【►】を巧して、消去したいファイルを選びます。 

4 . 【▲】【▼】を巧して、"消去"を選びます。 

. 消去を中止したいときは、"キャンセル"を選んでください。 

5. に ET 】 を巧します。 

. ファイルび消去されます。 































準備ずる 


初めてご使用になるちは、撮影前の準備を行ってください。 


本書の表記について 


. 【】に囲まれた単語は、本機のボタンやさ部の名称です。 

•" "に囲まれた単語は、本機の液晶画面に表示されるアイコン 
やメッセージです。 

•重要！ に記載された情報は、使用上、を意していただきたい重 
要な情報です。 

• 参考 に記載された情制ま、便利な使いかたや、参考になる情報 


です。 
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各部の名称 


この取扱説明書では、本機の各部の名称を次のよラに【】を使つ 
て表記します。 


カメラ本体 
■ 刖面部 一 


〇 oeo 



〇【シャッター】 

0【電源ボタン】 

0【フラッシュ】 

〇 【AF 補助光/ 

セルフタイマーランプ】 
0【レンズ】 

〇【マイク】 














■ 後面部 



〇【動作確認用ランプ】 
〇【因 】 （PLAY モード) 
〇【〇 】 （REC モード） 
⑩【 • ] ( MOVIE ) 

〇【ズームボタン】 

@【ストラップリング】 
® 【スピーカー】 


瓜【コント□—ルボタン】 

《本書では、このボタンを 

【▲り▼り◄】【►】 と表記しま 

す。 

必に ET 】 

《本書では、このボタンを 
に ET】 と表記します。 

⑩【巨 S】(BEST SHOT ) 

の [ MENU ] 

⑩【液晶モニター】 


準備する 


■ 底面部 - 

⑩【ストッパ—】 

⑩【メモ U - 力ード挿入□】 

ゆ【電池室】 

@【電ミ也カバー】 

® 【クレードル接続端テ】 

© に脚巧】 

《=脚に取り付けるとさに使用します。 


⑩ 



をが m め盛 
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準備する 


USB クレードル 

カメラを USB クレードルにセツトするだけで、次のよラなこと 
びでをます。 

•充電式電池を充電することびできます (2 日ページ)。 

.フォトスタンド機能を利用して、撮影した画像のスライド 
シヨーを見ることびでさます （ 107ページ）。 

. テレビと接続して、撮影した画像をテレビで見ることびでをま 
す （1] 3ページ)。 

. プ U ンタと接続してプ U ントすることびでさます （14] ペー 
ジ)。 

. 撮影した画像を、パソコンに転送することびできます （ 14己 
ページ)。 

重要！ •必ず同捆の USB クレードルに A -28) をお使いくださ 
し、他の USB クレードルでは使用でをません。 
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■前面部 


〇 



〇【カメラ接続端テ】 
〇 【 US 目ランプ】 

0 【 USB 】 

〇 【 PHOTO 】 

0 【 CHARGE ランプ】 


■ 後面部= 



〇 【DC IN 己. 3 V 】 （外部電源端テ) 
〇 （ USB 端テ） 

〇 [AV OUT ] ( AV 接続端テ） 







準備する 


液晶 モニターの 表示内容 


【液晶モニター】には、さまざまな情報び表示されます。 

.この章の画面は、説明に必要な内容を表示させたものですので、実際の画面とは一致しません。あらかじめご了承ください。 


REC モード時 



〇フラッシュモード表示 
(4 日ページ） 


0ホワイトバランス表示 
(日己ページ） 


表示なし（フラッシュオート) 
阿 (発光禁止） 

B (強制発光） 

PEfl (ホ目軽減） 


• フつッシユ オート時に フフッ 
シユ 発光する場含は、 【シャッ 
ター】を半巧ししたとをに0 
が表示されます。 

〇フオーカスモード 
(己7ぺージ） 

表示なし（才ートフオーカス） 
因（マクロ 
の (パンフオーカス） 

^3 (無限遠） 

[33 (マニュアルフオーカス) 


表术なし（才ート） 



(太陽光) 
詹天） 
(日陰） 
(昼白色) 


(昼光色） 

價球） 

(マニュアル) 


〇セルフタイマー(己3ぺージ) 

表おなし （1 枚撮影） 

网 (セルフタイマ-1□秒） 
阁 (セルフタイマ-2秒） 
な（川スレセルフタイマ-) 


0測光ち式表示 (92 ページ) 


〇 撮影の種類 

fV 1 (オート撮影） 

國 (ベストシヨット） 
(ムービー） 

口 (シヨートムービー） 

C 3 (パストムービー） 

〇 (ボイスレコード） 

.ベストシヨットモードでシヨー 
トムービー、 バストムービー、 
ボイスレコードに(外のシーンを 
還んだとさは、 pi び表示され 
ます。 

0画像サイズ(静止画） 

肋ページ） 

2560 X 1吕20が xels 
2己日日 XI 712 (3:2) pixels 
2304 X 1728が xels 
2048 X 1已3目が xels 
1600 X 12日 Opixels 
640 X 480 pixels 


表示なし（マルチ測光） 
回 (中央重点測光) 
面 (スポット測光) 


〇撮影可能枚数（静止画) 
(43、 ] 呂已ページ0 


B 
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準備する 


©画質（静止画）（日目ぺージ) 
F : Fine (高精細- F ) 

N : Normal (標準- N ) 

E : Economy (エコノミー-ヒ j 

⑩残り撮影時間（動画） 

口 7ぺージ） 

⑩画質働颐口6ぺージ） 
HQ (高品位- HQ ) 

Normal (標準- Normal ) 

LP (長時間- LP ) 

⑩絞り値 
(43 ページ） 

@シャツター速度 
(43 ページ） 


⑩に0感度（日]ぺージ） 

0曰付/時刻 （12 日ページ） 

⑩フォーカスフレーム 
(42 ページ） 

•ピント合わせ完了時：緑色に点打 
.ピント合わせ不可時：赤色に点打 

® 露出補正表示 (63 ページ） 

⑩バッテ U —残量表示 
(32 ページ） 

⑩ヒストグラム旧己ぺージ） 

⑩ブレ軽減表示 (72 ぺージ） 

@連写モード(日7ページ） 

表おなし （1 枚撮影） 

圆 (連写撮影） 


参考 •絞り値、シャッター速度、に0感度は AE (自動露出）び 
適正範囲でない場合、【シャッター】を半押ししたとさに 
オレンジ色で表示されます。 

•下記の機能を切り替えたとを、アイコンの意味(アイ 
コンガイド)び表示されます。このガイドは表示させ 
ないこともできます旧日ページ）。 

フラッシュモード、フオーカスモード、ホワイトバラ 
ンス、セルフタイマー、撮影の種類、露出補正 
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@デジタルズーム表示 （4 日ページ) 
® ズーム バー （48 ページ） 

左部分び光学ズーム域 
ち部分びデジタルズーム域 


B 








PLAY モード時 



〇ファイル形態 
因 (静止画） 

因 (ムービー） 
n (シヨートムー ビ ー) 
C 3 (バストム-ビー） 
耐 (音声付静止画） 

EI (ボイスレコード） 

〇プ□テクト表示 
(1 1日ページ） 


0フォルダ名/ファイル名 
(1 17ページ） 

例：メモ U —内のフォルダ名 

び] 00 CASIO 、 

ファイル名び 

CIMG 0023 JPG の場合 

100 -0023 
n I ~ 

フオルダ名ファイル名 


準備する 


〇 • 静止画：画質(已日ページ） 

F : Fine (高精細- F ) 

N : Normal (標準- N ) 

E : Ec 己 n 曰 my (エ]ノミー- E ) 
• 動画：撮影時間 （77 ページ） 

0 • 静止画：画像サイズ(已日ページ) 
2己日0 X ] 920 pixels 
2己6日 XI 712 (3:2) pixels 
2304 X 1728 pixels 
2048 X 1536 pixels 
1600 X 1200 pixels 
640 X 480 pixels 
.動画：画質 （7 目ぺージ） 

HQ (高品位- HQ ) 

Normal (標準- Normal ) 

LP (長時間- LP ) 

©絞り値 (43 ぺージ） 

〇シャツター速度 
(43 ページ） 

〇に0感度(日]ぺージ） 

〇曰付/時刻 （12 巨ページ） 

⑩測光ち式表示 (92 ぺージ） 


图 

(マルチ測光） 

圆 

(中央重点測光) 

回 

(スポット測光) 


の ホワイトバランス表示 
(日己ページ） 



(オート) 
(太陽光) 
虐天） 
(日陰 
(昼白色) 


(昼光色） 

廣球） 

(マニュアル) 


® フラッシュモード表示 
(4 日ページ） 

D 镜光） 

网 (非発光） 

B-a (赤目軽減） 


® 撮影の種類 

r * i (オート撮該） 

[§§1(ベストショット) 


のバッテ U —残量表示 
(32 ページ） 


0ヒストグラム（日己ページ) 
⑩露出補正表示 (63 ページ) 
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準備する 


液晶モニターの表示内容を切り曾える 

【▲】（〇にド)を使って、【液晶モニター】に表示される内容を切り 
替えることびでをます。 


■ REC モード時 



情報表示オン 



ヒストグラム 
表示オン 
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情報表示 
オフ 


■ PLAY モード時 



情報表示 
オフ 












重要！ •音声付を静止画の音声待機中/記録中は、 【 aKD 侶 P ) 
を使って【液晶モニター】の表示内容を切り替えること 
はでさません。 

. REC モード時のボイスレコードでのみ、【▲】のに P ) を 
使って「液晶モニターオフ」びでさます。他の撮影機能で 
は、「液晶モニターオフ」はでさません。 

. REC モード時のボイスレコードでは、「情報表示オン」 
と「液晶モニターオフ」の切り替えのみ、 PLAY モード時 
のボイスレコードファイ J レの表示では「情報表示オン」と 
「情報表示オフ」の切り替えのみとなります。 

• 「情報表示オフ」でボイスレコードファイルを再生する 
と、2秒後に自動的に【液晶モニター】び非表示になりま 
す。再生び終了すると自動的に「情報表示オスの表示に 
戻ります。 


準備する 


ストラップを取り付ける 

k _ 


ストラップは、【ストラップ U ング】に取り付けます。 




重要！ •本機操作時は落下を防止するため、必ずストラップに指 
を通した状態で使用してください。 

• 付属のストラップは本機専用です。他の用途に使用しな 
いで < ださい。 

•ストラップを持って本機を振り回さないでください。 
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準備する 


電源について 


本機は専用 U チウムイオン充電池 （ NP -2 日）を電源として利用し 
ます。 


巧電式電池を入れる 

1 . 本体底面の【電池カバー】を巧しなが5、矢印の方向にス 
ライドさせて開さます。 
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2 . カメラと電池の▲印を合わせるようにして、電池側面で 
【ストッパー】を矢印の方向にず5したまま電池をセット 
します。 



【ストッパー] 


印を合わせる 


• 電池の底の部分を押して 【ス トッパー】び電池にしっかりか 
かるのを確認してください。 










3 . 【電池カバー】を矢印の方向に巧しつけなが5、スライド 
して閉めます。 



重要！ .電池は、必ず専用 U チウムイオン充電;也 (NP-20) をお 
使いください。他の電池は使用でをません。 


最初、電池はフル充電されていません。「充電式電池を充電 
する」に従って充電してください。 


準備する 


充電式電池を充電する 

1 . USB クレードルの 【DC IN 已 .3V】 に付属の AC アダプ 
ターを接続します。 

2 . AC アダプターの電源プラグを起こし、家庭用コンセン 
卜に接続します。 



3 . カメラの電源を切ります。 
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準備する 


4 . カメラを USB クレードルの上にセットします。 

• カメラの電源を入れたまま、 US 目クレードルの上にセッ 
卜しないで < ださい。 

. US 巨クレードルのに HARGE ランスび赤色に点口し、充 
電び始まります。充電を完了すると、 【 CHARGE ランプ】 
び緑色の点なに変わります。 

• 約2時間でフル充電されます。 

充電時間は、電池の容量や残量、使用環境によって変化し 
ます。 


【クレードル接続端子】 
【カメラ接続端子】 



【 CHARGE ランプ】 


5 . 充電が完了した5、 USB クレードルか5カメラを取りは 
ずします。 


30 


重要！ •専用リチウムイオン充電池 ( NP -20) の充電は、同捆の 
USB クレードル （ CA -28) または別売の専用充電器 
( BC -1 OL ) をお使いください。他の充電器では使用で 
をません。 

. AC アダプターは、必ず付属の AC アダプターをお使い 
ください。それ(がの AC アダプターは使用しないでく 
だ'さしバ目 IJ 売品： AD - C 40/ C 日 20 J / C 日 30 J はイま用 
でをません）。 

. カメラの【クレードル接続端テ】は、 US 目クレードルの 
【カメラ接続端テ】にしっかりと差し込んでください。 

• カメラ使用直後や周辺温度び高温状態または低温状態で 
充電しよラとすると、充電び開始されない場合びありま 
す （【 CHARGE ランプ】びオレンジ色に点口します)。そ 
の場合は常温で放置してください。電池の温度び充電可 
能な温度になると、充電を開始します （【 CHARGE ラン 
プ】び赤色点なに変わります)。 






.充電中にエラーび起こったときはに HARGE ランプ】び 
赤色に点滅します。原因は、本体の不良、カメラや電池 
のセット(装着)不良、電ミ也す良です。 USB クレードル 
か b カメラを取りはずし、カメラび動作するか確認して 
ください。カメラび動作する場合は、電池を使い切って 
から充電してください。 

動作しない場合は、電池のセット不良の可能 I' 生びありま 
す。電池をカメラからはずし、電ミ也接点部び巧れていな 
いか確認してください。巧れている場合は、乾いた巧で 
巧いてください。また、 AC アダプターのコンセントや 
プラグびはずれかけていないか確認してください。 
上記確認の後、再度 USB クレードルにカメラをセット 
してち同じ症状になる場合は、カシオテクノ修理相談窓 
□にお問い合わせください。 

. USB クレードル上では、フオトスタンド機能、充電、 
USB 通信およびテレビへの画像出力於外はでをませ 
/v 。 

■海外でのご使用について 

• AC アタ'プターは AC ] 0 0 V 〜 240 V • 己0/日 OHz の電源に対応 
していますので、海外への旅行の際にちご利用でをます。 

但し、使用する国によってはプラグ形状び合わないなどの問題 
びあるため、旅行代理店などで、現地で使用可能かどラかを事 
前にご確認ください。 

• AC アダプターをご使用時に、電圧変換器はご使用にならない 
で < ださい。 


B 


準備する 


■電池寿命の目ま 

下記の電池寿命は、温度23でで使用した場合の電源び切れるま 
での目安であり、 f 呆証時間、または保証枚数ではありません。低 
温下で使ラと、電池寿命は短くなります。 


撮影枚数(巳 IPA ) (動作持間）*1 

約200枚(約]時間40分） 

連続撮影枚数(動作時間)* *2 

約410枚(約]時間40分） 

連続再生畴間（静止画) *3 

約2時間4□分 

動画連続撮影時間 X ' 4 

約]時間20分 

ボイスレコード録音時間が 

約2時間4□分 


•使用電池： NP -20( 定格容量： 700 mAh ) 

.記録メディア： SD メモリーカード 
• 測定条件 

撮影枚数 ( CIPA ) 

CIPA 規準に準ずる 

温度(23で）、ミ夜晶モニターオン、30秒毎にズームのワイ 
ド端とテレ端で交互に撮影、フラッシュ発光 （2 枚に] 
回）、] 0回撮影に1度電源を切/入操作 
《2連続撮影枚数 

温度に3°の、液晶モニターオン、フラッシュ非点打、]己 
秒毎に、ズームのワイド端とテレ端で交互に撮影 
《3連続再生時間 

温度に3°の、約10秒に1枚ページ送り 
《4ズームを行わず連続撮影した時の目安 
※己ボイスレコード録音時間は、連続で録音したときの時間です。 
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準備する 


•上記数値は、新品の電池のフル充電状態での数値です。繰り返 
し使用すると、電池寿命は徐々に短くなります。 

.フラッシュ、ズーム、オートフォーカスの使用頻度や電源び 
入った状態の時間により、撮影時間または枚数は大幅に異なる 
場合びあります。 

■ 電池を長持ちさせるために 

. フラッシュを使用しないで撮影するときは、フラッシュの発光 
ち法を^(発光禁止）に設定してご使用いただくと、電池寿命 
び長くなります (4 日ページ）。 

. 才ートノのーオフ機能やスリープ機能 (3 巨ぺージ)を使用する 
ことにより、電源の切り忘れなどのむだな消費電力をおさえる 
ことびでをます。 

■バッテリー残量表示 

電ミ也び消耗すると【液晶モニター】に表示されているバッテリー残 

量表示び下記表のよラに変化します。 B の状態は電池残量びか 

ないことを表しています。 B の状態では撮影でさません。速 

やかに電池を充電し直してください。 


電ミ也残量 

多 . -^少 

画面情報表示 

一 一 1S 一 IS 

残量表示の色 

みず色ーオレンジ色^赤色一赤色 
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充電式電池を交換する 

1 . 【電池カバー】を開きます。 

2 . 【ストッパー】を矢印の方向にず5すと、電池が少し出て 
さまず。 



3 . 出てきた電池を引き巧きます。 

• 電池を落とさないようにごま意ください。 

4 . 新しい電池を入れます (28 ぺージ)。 













準備する 


電源に関する使用上のごま意 
■ 電池使用時のご注意 
使用上のご注意 

. この電池は、カシオデジタルカメラ専用の U チウムイオン充 
電池です。適応機種については、お使いのカメラの取扱説明書 
でご確認ください。 

•専用リチウムイオン充電ミ也 （ NP -2 のの充電は、同桶の USB 
クレードル ( CA -28) または別売の専用充電器 ( BC -10 L ) を 
お使いください。他の充電器では使用でさません。 

• 寒い場所では、電ミ也の特性上、充分に充電された電ミ也を使用し 
てを、使用時間び短くなります。 

. 充電は] 0で〜3已 ° C の温度範囲で行ってください。範囲外の 
温度で充電すると、充電時間び長くなったり、充分な充電びで 
をないことびあります。 

• 充電直後でを電池の使用時間び大幅に短くなった場合は、電 
池の寿命と思われますので、新しいちのをお買い求めくださ 
し、 


保存上のごを意 

. U チウムイオン充電池はル型で高容量の電池ですび、充電さ 
れた状態で長期間保をすると特性び劣化することびありま 
す。 

一しば b く使わない場合は、使い切った状態で保をしてくだ 
さい。 

一使用しないとをは必ず充電池をデジタルカメラか b 取りは 
ずしてください。取り付けたままにしておくと、電源び切れ 
ていてち微少電流び流れていますので、電池び消耗し、充電 
に時間びかかったり、こわれたりします。 

-乾燥した涼しい場所にぴなソ下)で保をしてください。 
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準備する 


充電式電池の取扱いについて 


. U サイクルのお願い 

不要になった電池は、貴重な資源を巧るために廃 
妻しないで充電式電池 U サイクル協力店へお持ち 
<ださい。 


Li-ion 



く最寄りの U サイクル協力店へ> 

詳細は、有限責任中間法人 JBRC のホームページをご参 
照ください。 

• ホームぺージ http :// www . jbrc . com / 


• 使用済み充電式電池の取扱いを意事項 
ープラス端テ、マイナス端テをテープ等で絶縁してください。 
一被覆をはびさないでください。 

一分解しないでください。 
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■USB ク レー ドル/ AC アダプターご使用時のごま意 

参表示された電源電圧 L ソ外の電圧で使用しないでくださ 
し、火災-故障-感電の原因となります。 

参 AC アダプターの電源コードを傷つけたり、破損した 
りしないでください。また、重いものをのせたり、加 
熱したりしないでください。電源コードび破損し、义 
災.事故.感電の原因となります。 

• AC アダプターのコードを加工したり、無理に®げた 

Q り、ねじったり、引っ張ったりしないでください。义 
災•故障-感電の原因となります。 

• 濡れた手で AC アダプターを抜き差ししないでくださ 
し、感電の原因となります。 

参タコ足配線をしないでください。义災•故障-感電の 
原因となります。 

参万一、 AC アダプターの電源コードび傷んだら(お線の 
露出-断線など)、販売店またはカシオテクノ修理相 
談窓□に連絡してください。そのまま使用すると乂 
災•故障-感電の原因となります。 

. AC アダプターを抜さ差しする際は、必ずカメラを USB クレー 
ドルから取りはずした状態で行ってください。 

.充電中、 USB 通信中、フォトスタンド機能使用中、 AC アダプ 
ターは若干熱を持ちますび、故障ではありません。 

. ご使用にならないとさは、 AC アダプターをコンセントから必 
ずはずしてください。 

• AC アダプターの上に毛布などびかぶさらないよラにしてくだ 
さい。火災の原因となります。 







電源を入れる/切る 
■ 電源を入れる 

電源を入れる場合は、【電源ボタン】、【〇】旧 EC ) または【因】 
( PLAY ) を巧すと、閣作確認用ランプ】び緑色に一時点’なし、電 
源び入ります。巧すボタンによつて電源び入つた後の状態び異な 
ります。 


REC (撮影）モードで電源を入れたいとを 
:【電源ボタン】または 【 OKREC ) を巧す。 


PLAY (再生)モードで電源を入れたいとき 
:【因】 （ PLAY ) を押す。 


【電源ボタン] 



【動作確認用ランプ] 


厂甲「〇1厂， ] 画 

—、 口 


個 J ( PLAY ) 


虹!旧 EC ) 


準備する 


参考.電源び入っているときに 【 OKREC ) を押すと REC 
モードに、【因】 （ PLAY ) を巧すと PLAY モードに切り 
替わります。 

• REC モードから【因】 ( PLAY ) を押して PLAY モードに 
切り替えると、約] 0秒後にレンズび収納されます。 

重要！ .才ートノのーオフ機能により電源び切れた場合は、再度 
【電源ボタン】、【〇】 （ REC ) または【因】 （ PLAY ) を巧 
して電源を入れてください。 

• 【電源ボタン】または 【 OKRE 口を押して電源を入れる 
と、レンズび出てさます。その際にレンズを押さえた 
り、ぶつけたりしないよラごま意ください。 

■ 電源を切る 

電源を切る場合は、【電源ボタン】を押すと、電源び切れます。 

参考 •【 OKRE 口や【因】 （ PLAY ) を押しても電源び入らな 
しけうにしたり、【〇】旧 EC ) や【因】 （ PLAY ) を押し 
て電源を切ることびでさるよラに設定することびでをま 
す。詳しくは「【〇】 （ REC )/ 【因】 （ PLAY ) の動作を設 
定する」 （] 30ページ）をご覧ください。 
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準備する 


電池の消耗を抑えるための機能 

電池の消耗を抑えるために、似下の2通りの設定びでをます。 

スリープ ： REC モード時に一定時間操作をしないと、 

【液晶モニター】のみ消’なします。ボタン操 
作をすると【液晶モニター】び再度点なしま 
す。 

オートパワーオフ：一定時間操作しないと電源び切れます。 

1 . 電源を入れます。 

2 . 【 MENU 】 を巧します。 

3 . 【◄】【►】で"設定"タブを選びます。 

4 . 【▲】【▼】で設定したい項目を選び、【►】を巧します。 

ス U - プの設定："スリープ" 

オートパワーオフの設定："オートパワーオフ" 

.メニューのたどりかたについては37ページを参照してく 
ださい。 


5 . 【▲】【▼に’設定内容を選び、に ET 】 を巧します。 

ス U - プの設定内容： "30 秒""1分" "2 分""切" 

オートパワーオフの設定内容： "2 分""己分" 

. PLAY モードではス U —プは働をません。 

• ス U —プ中にいずれかのボタンを押すと、ス U —プを解除 
してすぐに撮影でをる状態になります。 

• な下の状態では、オートパワーオフ、ス U —プは働をませ 
ん。 

一本機の US 目クレードルを通じてパソコンなどと接続し 
ているとを 
ースライドシヨー中 
ーボイスレコードファイル再生中 
一動画撮影中 
一動画再生中 
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メニュー画面の操作について 

L _ 


本機ではメニュー画面を使用してさまざまな操作を行います。こ 
の操作をまず覚えてください。 【 MENU 】 を押すと、メニュー画 
面び表示されます。メニューの内容は REC (撮影)モードと PLAY 
(再生)モードでは異なります。ここでは例として REC モードでの 
代表的な操作を説明します。 

1. 【電源ボタン】または【〇】 【電源ボタン】 

( REC ) を巧します。 

. PLAY モードにして操作を 
行ラとをは 【( B 】（ PLAY ) 

を押します。 




号因 


個 J ( PLAY ) 


/〇； ( REC ) 


準備する 


2. 【 MENU 】 を巧します。 


[ MENU ] 



【瓜】 

/►； 


タブ 



参メ ニュー 画面で使 ラキーについて 


[◄][►] 

タブを還びます。【►】は項目のミ夫定にも使い 

ON 9 〇 

【▲】【▼】 

設定項目を還びます。 

に ET 】 

還択した項目にみ定します。 

【 MENU 】 

メニュー画面の操作を中断します。 


ゴ.【◄】【►】で設定したい項目のあるタブを選びます。 
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準備する 


4. 【▲】 【▼に設定したい項目 
を選び、 【►】 を巧します。 

• 【►】を巧す代わりに 
に ET 】 を押しても、次の 
画面に移ります。 


5. 【▲】【▼】 で設定内容を選びます。 

6. 選択した内容をミ夫定します。 

. に ET 】 を押すと内容び巧定され、メニュー画面から抜けま 
す。 

• 【◄】を押すと内容び巧定され、メニュー画面に戻ります。 

続けて他の項目を設定することびでさます。 

• 他のタブに移りたいときは、【◄】を押して、【▲】でタブに 
戻り、【◄】【►に他のタブに移ってください。 

• メニューの内容については「メニュ-覧表」 （1 73ぺージ)を参 

照してください。 



例)設定項目 "フオーカス 
方式"を選んだ場合 
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表示言語/曰時を設定する 


お買い上げ後初めて撮影をする前に、下記の設定を行ってください。 

• 画面のメッセージの言語設定 
• 自宅の都市の設定 
• 表示スタイルの設定 

• 日時設定にの日時は、印刷情報などに利用されます） 

重要！ • 日時を設定しないと、間違った時間で記録されてしまい 
ますので、必ず設定してください。 

• 下記のよラな電源び供給されない状態で約24時間放置 
した場合は、日時び U セットされてしまいます。 

一充電式電池び消耗している/充電式電ミ也を取り外し 
ている 

一充電式電池び消耗しているか、充電式電池を取り外 
している状態で、クレードルから電源び供給されて 
いない 

• 曰時び U セットされているとをに電源を入れると、曰時 
設定画面び表示されます。その場合は' 再度日時を設定 
して < ださい。 

• 誤って設定してしまった場合は、表示言語/曰時を設定 
し直すことびできます。 （12 日、 ] 2日ぺージ） 

• 間違った時間で撮影をしてしまった画像の曰時情報を力 
メラで修正することはでさません。 

• 曰時を設定してち、画像自体に曰時を入れることはでさ 
ません。ただし、プ U ント指定時に日付を付けて印刷す 
ることはでさます （143 ページ）。 










1. 【電源ボタン】、 【 OKREC ) または【因】 （ PLAY ) を巧し 
て、電源を入れます。 


2 . 【▲】【▼】【◄】【►】で言語を 


Language 


選び、に E 

曰本語 

T 】 を巧します。 

曰本語 

曰本 語 

English 

Italiano 

Portugues 

English 

英語 

Frangais 

Deutsch 

や國語 
中国语 

Frangais 

フランス言吾 

Espanol 

己ち 0 1 

Deutsch 

ドイツ語 



Espanol 

スペイン語 




Italiano 

イタリア語 



Portugues 

ポルトガル語 



中國語 

中国語 ( 繁体） 



中国语 

中国語 ( 簡体） 



的が 

韓国語 




3. 【▲】【^】【ィ】【^】で自分の 
住んでいる地域を選び、 
に ET 】 を巧します。 



準備する 


4. 【▲】【▼】で自分の住んでい 
る都市を選び、に ET 】 を巧 
します。 

. 日本で使う場合は‘‘ Tokyo " 
を選んでください。 


自宅の都市選巧 

自宅との時 ^ 

Seoul 0:00 

Tokyo 0:00 

Guam +1:00 

Saipan +1:00 

一編の励 0：W 


5. 【▲】【▼】でサマータイムの設定を選び、 【 SET 】 を巧しま 
す。 

入：サマータイムになります。 

切：通常の時刻になります。 

. 曰本で使ラ場合は"切"を還んでください。 


6 . 【▲】【▼】で日付のスタイル 
を選び、 【 SET 】 を巧します。 

例）200己年] 2月24曰 
年/月/曰： 0己/] 2/24 
曰/月/年： 24/12/05 
月/曰/年：] 2/24/0己 


表示スタイル 

年 / 月/曰 

曰 / ち/年 

月 / 曰/年 
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準備する 


7. 日付と時刻を合わせます。 

【▲】【▼】を押す： 

カーソル（選択枠）の部分 
の数字を変えます。 

【◄】【►】を押す： 

カーソル（選択枠）を移動 
します。 

に S 】 ： 

12時間表示と24時間表示 
の切り替えびでさます。 

公. 【 SET 】 を巧して、設定を終了します。 


曰時設定 


2005 / 01 / 01 


0 : 00 


で12/24が切替 
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